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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【公表番号】特表2018-503280(P2018-503280A)
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【出願番号】特願2017-522625(P2017-522625)
【国際特許分類】
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   Ｈ０４Ｌ  27/26     (2006.01)
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   Ｈ０４Ｍ    1/00     　　　Ｒ
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   Ｈ０４Ｌ   27/26     １１４　
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【手続補正書】
【提出日】平成30年10月1日(2018.10.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）システムにおけるワイヤレス通信のための方法であって、
　少なくとも１つの局のための制御情報を決定することと、ここにおいて、前記制御情報
が、ヌルデータパケット（ＮＤＰ）フレームの少なくとも一部分のためのフォーマットを
示す、
　レガシー部分と非レガシー部分とを有する物理レイヤプリアンブルを備える前記ＮＤＰ
フレームを生成することと、
　　前記非レガシー部分が、
　　　前記制御情報と、
　　　前記レガシー部分に付加された８０２．１１ａｘ繰り返しレガシー信号（ＲＬ－Ｓ
ＩＧ）フィールドと、ここにおいて、前記ＲＬ－ＳＩＧフィールドが、前記レガシー部分
と同じコンテンツの少なくとも一部を含む、
　　　第１の高効率（ＨＥ）信号フィールド（ＨＥ－ＳＩＧ１）、第２のＨＥ信号フィー
ルド（ＨＥ－ＳＩＧ２）、ＨＥショートトレーニングフィールド（ＨＥ－ＳＴＦ）、ＨＥ
ロングトレーニングフィールド（ＨＥ－ＬＴＦ）、または第３のＨＥ信号フィールド（Ｈ
Ｅ－ＳＩＧ３）のうちの１つまたは複数と
　　を備える、
　前記ＮＤＰフレームを送信することと
　を備える、方法。
【請求項２】
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　前記制御情報を備える前記ＮＤＰフレームを生成することが、
　前記制御情報を、第１の高効率（ＨＥ）信号フィールド（ＨＥ－ＳＩＧ１）、第２のＨ
Ｅ信号フィールド（ＨＥ－ＳＩＧ２）、または第３のＨＥ信号フィールド（ＨＥ－ＳＩＧ
３）のうちの１つ中に含めること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＮＤＰフレームを生成することが、
　レガシーショートトレーニングフィールド（Ｌ－ＳＴＦ）、レガシーロングトレーニン
グフィールド（Ｌ－ＬＴＦ）、またはレガシー信号フィールド（Ｌ－ＳＩＧ）のうちの１
つまたは複数を含むように前記レガシー部分を生成すること
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記非レガシー部分が高効率（ＨＥ）部分である、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＮＤＰフレームを送信することが、
　前記ＨＥ－ＳＩＧ１と前記ＨＥ－ＳＩＧ２とをブロードキャストすること、ここにおい
て、前記ＨＥ－ＳＩＧ１および前記ＨＥ－ＳＩＧ２が２つまたはそれ以上の局のための情
報を備える、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＮＤＰフレームを送信することが、
　前記ＮＤＰフレームを複数の受信側局に送信することと、
　前記ＨＥ－ＳＴＦ、前記ＨＥ－ＬＴＦ、または前記ＨＥ－ＳＩＧ３のうちの少なくとも
１つをユニキャストすることと、ここにおいて、前記非レガシー部分が、前記複数の受信
側局の各受信側局のための異なるＨＥ－ＳＴＦ、ＨＥ－ＬＴＦ、またはＨＥ－ＳＩＧ３を
備える、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　ユニキャストすることが、
　各受信側局のための固有のサブバンドまたは各受信側局のための固有の空間ストリーム
のうちの１つ上で前記ＨＥ－ＳＴＦ、前記ＨＥ－ＬＴＦ、または前記ＨＥ－ＳＩＧ３のう
ちの前記少なくとも１つを送信すること
　を備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記非レガシー部分を生成することが、
　物理レイヤコンバージェンスプロトコル（ＰＬＣＰ）プロトコルデータユニット（ＰＬ
ＤＵ）のフォーマットに関係する情報を含むように前記ＨＥ－ＳＩＧ１を生成することを
備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記非レガシー部分を生成することが、
　動作指示または前記ＮＤＰフレームのフォーマットに関係する情報のうちの少なくとも
１つを含むように前記ＨＥ－ＳＩＧ２を生成すること
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＮＤＰフレームを生成することが、
　前記ＨＥ－ＳＩＧ２の長さを識別するインジケータを生成すること
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記非レガシー部分を生成することが、
　前記インジケータを含むように前記ＨＥ－ＳＩＧ１を生成すること
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　を備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ＮＤＰフレームを送信することが、
　複数のレガシー部分を送信すること
　を備え、１つのレガシー部分が、２つまたはそれ以上の２０メガヘルツ（ＭＨｚ）チャ
ネルを備える帯域幅の各２０ＭＨｚチャネルに対するものである、請求項１に記載の方法
。
【請求項１３】
　前記ＮＤＰフレームを送信することが、
　前記２つまたはそれ以上の２０ＭＨｚチャネルにわたって前記非レガシー部分を送信す
ること
　を備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ＮＤＰフレームを生成することが、
　高効率ショートトレーニングフィールド（ＨＥ－ＳＴＦ）、高効率ロングトレーニング
フィールド（ＨＥ－ＬＴＦ）、または第３の高効率信号フィールド（ＨＥ－ＳＩＧ３）の
うちの１つまたは複数を生成することと、
　トリガフレームにおいて定義された送信パラメータに従って前記非レガシー部分をフォ
ーマットすることと、ここにおいて、前記ＮＤＰフレームを送信することが前記トリガフ
レームに応答する、
　からなる、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ＮＤＰフレームを生成することが、
　前記ＮＤＰフレームをＮＤＰフレームであるとして識別するＮＤＰインジケータを生成
すること
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　Ｗｉ－Ｆｉシステムにおけるワイヤレス通信のための装置であって、
　　少なくとも１つの局のための制御情報を決定することと、ここにおいて、前記制御情
報が、ヌルデータパケット（ＮＤＰ）フレームの少なくとも一部分のためのフォーマット
を示す、
　　レガシー部分と非レガシー部分とを有する物理レイヤプリアンブルを備える前記ＮＤ
Ｐフレームを生成することと、
　を行うためのＮＤＰ構成要素と、
　　　前記非レガシー部分が、
　　　　前記制御情報と、
　　　　前記レガシー部分に付加された８０２．１１ａｘ繰り返しレガシー信号（ＲＬ－
ＳＩＧ）フィールドと、ここにおいて、前記ＲＬ－ＳＩＧフィールドが、前記レガシー部
分と同じコンテンツの少なくとも一部を含む、
　　　　第１の高効率（ＨＥ）信号フィールド（ＨＥ－ＳＩＧ１）、第２のＨＥ信号フィ
ールド（ＨＥ－ＳＩＧ２）、ＨＥショートトレーニングフィールド（ＨＥ－ＳＴＦ）、Ｈ
Ｅロングトレーニングフィールド（ＨＥ－ＬＴＦ）、または第３のＨＥ信号フィールド（
ＨＥ－ＳＩＧ３）のうちの１つまたは複数と
　　を備える、
　前記ＮＤＰフレームを送信するための送信機と
　を備える、装置。
【請求項１７】
　Ｗｉ－Ｆｉシステムにおけるワイヤレス通信のための装置であって、
　少なくとも１つの局のための制御情報を決定するための手段と、ここにおいて、前記制
御情報が、ヌルデータパケット（ＮＤＰ）フレームの少なくとも一部分のためのフォーマ
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ットを示す、
　レガシー部分と非レガシー部分とを有する物理レイヤプリアンブルを備える前記ＮＤＰ
フレームを生成するための手段と、
　　前記非レガシー部分が、
　　　前記制御情報と、
　　　前記レガシー部分に付加された８０２．１１ａｘ繰り返しレガシー信号（ＲＬ－Ｓ
ＩＧ）フィールドと、ここにおいて、前記ＲＬ－ＳＩＧフィールドが、前記レガシー部分
と同じコンテンツの少なくとも一部を含む、
　　　第１の高効率（ＨＥ）信号フィールド（ＨＥ－ＳＩＧ１）、第２のＨＥ信号フィー
ルド（ＨＥ－ＳＩＧ２）、ＨＥショートトレーニングフィールド（ＨＥ－ＳＴＦ）、ＨＥ
ロングトレーニングフィールド（ＨＥ－ＬＴＦ）、または第３のＨＥ信号フィールド（Ｈ
Ｅ－ＳＩＧ３）のうちの１つまたは複数と
　　を備える、
　前記ＮＤＰフレームを送信するための手段と
　を備える、装置。
【請求項１８】
　前記ＮＤＰフレームを送信することが、
　前記ＨＥ－ＳＩＧ１と前記ＨＥ－ＳＩＧ２とをブロードキャストすること、ここにおい
て、前記ＨＥ－ＳＩＧ１および前記ＨＥ－ＳＩＧ２が２つまたはそれ以上の局のための情
報を含む、
　を備える、請求項１６に記載の装置。
【請求項１９】
　前記ＮＤＰフレームを送信することが、
　前記ＮＤＰフレームを複数の受信側局に送信することと、
　前記ＨＥ－ＳＴＦ、前記ＨＥ－ＬＴＦ、または前記ＨＥ－ＳＩＧ３のうちの少なくとも
１つをユニキャストすることと、ここにおいて、前記非レガシー部分が、前記複数の受信
側局の各受信側局のための異なるＨＥ－ＳＴＦ、ＨＥ－ＬＴＦ、またはＨＥ－ＳＩＧ３を
含む、
　を備える、請求項１７に記載の装置。
【請求項２０】
　前記ユニキャストすることが、
　各受信側局のための固有のサブバンドまたは各受信側局のための固有の空間ストリーム
のうちの１つ上で前記ＨＥ－ＳＴＦ、前記ＨＥ－ＬＴＦ、または前記ＨＥ－ＳＩＧ３のう
ちの前記少なくとも１つを送信すること
　を備える、請求項１９に記載の装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５５】
　[0173]本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用することがで
きるように与えたものである。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかとなり、
本明細書で定義した一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用
され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるべきで
なく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に一致する最も広い範囲を与えられるべ
きである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）システムにおけるワイヤレス通信のための方法であって、
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　レガシープリアンブル部分と非レガシー部分とを有する物理レイヤプリアンブルを備え
るヌルデータパケット（ＮＤＰ）フレームを生成することと、
　前記ＮＤＰフレームを送信することと
を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記ＮＤＰフレームを生成することが、
　少なくとも１つの局のための制御情報を決定することと、
　前記制御情報を前記ＮＤＰフレーム中に含めることと
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記制御情報を含めることが、
　前記制御情報を、第１のＨＥ信号フィールド（ＨＥ－ＳＩＧ１）、第２のＨＥ信号フィ
ールド（ＨＥ－ＳＩＧ２）、または第３のＨＥ信号フィールド（ＨＥ－ＳＩＧ３）のうち
の１つ中に含めること
をさらに備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記ＮＤＰフレームを生成することが、
　レガシーショートトレーニングフィールド（Ｌ－ＳＴＦ）、レガシーロングトレーニン
グフィールド（Ｌ－ＬＴＦ）、またはレガシー信号フィールド（Ｌ－ＳＩＧ）のうちの１
つまたは複数を含むように前記レガシープリアンブル部分を生成すること
を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記非レガシー部分が高効率（ＨＥ）部分である、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記ＮＤＰフレームを生成することが、
　繰り返しレガシー信号（ＲＬ－ＳＩＧ）フィールド、第１のＨＥ信号フィールド（ＨＥ
－ＳＩＧ１）、第２のＨＥ信号フィールド（ＨＥ－ＳＩＧ２）、ＨＥショートトレーニン
グフィールド（ＨＥ－ＳＴＦ）、ＨＥロングトレーニングフィールド（ＨＥ－ＬＴＦ）、
または第３のＨＥ信号フィールド（ＨＥ－ＳＩＧ３）のうちの１つまたは複数を含むよう
に前記非レガシー部分を生成すること
を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記ＮＤＰフレームを送信することが、
　前記ＨＥ－ＳＩＧ１と前記ＨＥ－ＳＩＧ２とをブロードキャストすること、ここにおい
て、前記ＨＥ－ＳＩＧ１および前記ＨＥ－ＳＩＧ２が２つまたはそれ以上の局のための情
報を備える、
をさらに備える、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記ＮＤＰフレームを送信することが、
　前記ＮＤＰを複数の受信側局に送信することと、
　前記ＨＥ－ＳＴＦ、前記ＨＥ－ＬＴＦ、または前記ＨＥ－ＳＩＧ３のうちの少なくとも
１つをユニキャストすることと、ここにおいて、前記ＨＥ部分が、前記受信側局の各々の
ための異なるＨＥ－ＳＴＦ、ＨＥ－ＬＴＦ、またはＨＥ－ＳＩＧ３を備える、
をさらに備える、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ９］
　ユニキャストすることが、
　各受信側局のための固有のサブバンドまたは各受信側局のための固有の空間ストリーム
のうちの１つ上で前記ＨＥ－ＳＴＦ、前記ＨＥ－ＬＴＦ、または前記ＨＥ－ＳＩＧ３のう
ちの前記少なくとも１つを送信すること
をさらに備える、Ｃ８に記載の方法。
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［Ｃ１０］
　前記非レガシー部分を生成することが、
　前記レガシープリアンブル部分と同じコンテンツの少なくとも一部を含むように前記繰
り返しレガシー信号（ＲＬ－ＳＩＧ）フィールドを生成すること
を備える、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記非レガシー部分を生成することが、
　物理レイヤコンバージェンスプロトコル（ＰＬＣＰ）プロトコルデータユニット（ＰＬ
ＤＵ）のフォーマットに関係する情報を含むように前記ＨＥ－ＳＩＧ１を生成することを
備える、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記非レガシー部分を生成することが、
　動作指示または前記ＮＤＰのフォーマットに関係する情報のうちの少なくとも１つを含
むように前記ＨＥ－ＳＩＧ２を生成すること
を備える、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記ＮＤＰフレームを生成することが、
　前記ＨＥ－ＳＩＧ２の長さを識別するインジケータを生成すること
を備える、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記非レガシー部分を生成することが、
　前記インジケータを含むように前記ＨＥ－ＳＩＧ１を生成すること
を備える、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記ＮＤＰフレームを送信することが、
　複数のレガシープリアンブル部分を送信すること
をさらに備え、１つのレガシープリアンブル部分は、２つまたはそれ以上の２０メガヘル
ツ（ＭＨｚ）チャネルを備える帯域幅の各２０ＭＨｚチャネルに対するものである、Ｃ１
に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記ＮＤＰフレームを送信することが、
　前記２つまたはそれ以上の２０ＭＨｚチャネルにわたって前記非レガシー部分を送信す
ること
をさらに備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記非レガシー部分を生成することが、
　高効率ショートトレーニングフィールド（ＨＥ－ＳＴＦ）、高効率ロングトレーニング
フィールド（ＨＥ－ＬＴＦ）、または第３の高効率信号フィールド（ＨＥ－ＳＩＧ３）の
うちの１つまたは複数を生成することと、
　トリガフレームにおいて定義された送信パラメータに従って前記非レガシー部分をフォ
ーマットすることと、ここにおいて、前記ＮＤＰフレームを送信することが前記トリガフ
レームに応答する、
からなる、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記非レガシー部分を生成することが、
　前記ＮＤＰフレームをＮＤＰフレームであるとして識別するＮＤＰインジケータを生成
すること
を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１９］
　Ｗｉ－Ｆｉシステムにおけるワイヤレス通信のための装置であって、
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　レガシープリアンブル部分と非レガシー部分とを有する物理レイヤプリアンブルを備え
るヌルデータパケット（ＮＤＰ）フレームを生成するためのＮＤＰ構成要素と、
　前記ＮＤＰフレームを送信するための送信機と
を備える、装置。
［Ｃ２０］
　Ｗｉ－Ｆｉシステムにおけるワイヤレス通信のための装置であって、
　レガシープリアンブル部分と非レガシー部分とを有する物理レイヤプリアンブルを備え
るヌルデータパケット（ＮＤＰ）フレームを生成するための手段と、
　前記ＮＤＰフレームを送信するための手段と
を備える、装置。
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